
本邦における日本住血吸虫病の

医学地理学的研究 Ⅰ

御勅使川扇状地におけるミヤイリガイ生息環境に関する詳察

瓶 直 子

Ⅰ は じ め に

Ej木に現存するいわゆる風土病の内,世界的分布を示し,加つ地域社会に経済 ･政治的に重大な影響

をおよぼす疾病の 1つに,E]本住血吸虫病があげられる0本症に関する既往の医学地理学的論文として

は,堀口論文 (1953)①があるが,それは太症の病理的因子とその複合状態の概括的考察に止まる

ものであるO 筆者は,その後の太症の医学 ･寄生虫学 ･生物学等の進歩により得られた情報を参考にし

て,更に太症成立と地域との詳細7Is関連性を追求する為,お茶の水女子大学大学院在学当時より,本症

の医学地理学的研究を試みてきたo太症は,人間 ･日本住血吸虫 ･ミヤイリガイ②の3病理的因子か ら

7:=るが,特に日本に於いて疾病成立地域を規定する最大の要因は ミヤイリガイであると考えられるので,

研究の第 1段階としてミヤイリガイの分布状態と分布地域の概要を考察し,その中からそれを規定する

要因について,特に分布地域の土壌 ･地形学的研究を試みた後,第 2段階として.生息地域の1ヶ所を

選び分布要因の詳細7:i:考察を行った.本稿では第 1段階については簡単7:i:記述にとどめ,主として第 2

段階について述べることとする.

Ⅱ ミヤイリガイ生息環境に関する総説的考察

｢1) 現在ミヤイリガイの生息が認められている地域は,山梨県甲府盆地一帯.中でも西北部の富士川･

御勅使川合流点付近 (行政的には,甲府市.龍王町,八田村,昭和村,白根町,玉穂村,田富村.石和

町,その他 )と福岡 .佐賀両県にまたがる筑後川中流域 (久留米市,甘木市,鳥栖市,その他 )で,今

はほ とんど認められ7:fく7:i:ったが.元棲息地として広島県東部芦田)廿流域の神辺盆地 (神辺町 ･福山市,

駅家町 )静岡県愛鷹山麓南部の沿岸低地 (沼津市から富士川町 ),利根川 ･荒川流域の一部 (幸手町,

東京都旧豊島郡赤塚村及び志村その他 )があげられる｡

(2) これらの地域は33.40 N-35.9o Nにあり,年平均気温は 13.4-15.4℃④であるが,月

別平均気温が産卵好適温度 とされている20℃を越える期間は6-7ケ月に及ぶ.その土地条件は低湿
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7:L沖積地が主で,海抜高度も甲府を除いて低 く0-307nと7:Sっている｡農家率は約60%.農業を主

とする農家が51-76%,水田率60-98%の稲作中心の農業地域である｡筑後川中流域を除いて,

病理的複合を助長する乳用牛 -肉用牛の飼養は一般に少7ILく7より,耕転機に見る機械化は急速に進んで

いるO ミヤイリガイ撲滅対策としてのコンクリート溝渠の築工はS42年度現在に於いて計画のほぼ90

%を完成していると言われ,殺貝剤散布も年 1-2回実施されている｡外国における太症中間宿主の分

布地域⑤と比較すると,地形 ･土壌条件は極めて類似するが,気温は日本での最暖の佐賀と外国での最

寒の中国本土とがほぼ同温で, ミヤイリガイの生息の為の好適温度条件から見て.気温が日太国内での

分布地域を局限する要因と7iっている事が推測されるO 又日太の棲息地は緯度及び海抜高度が例外的に

高い所があって,そのよう7IL例は外国では認めがたい.また何れも.7 ノア的水稲中心の集約的自給農

業地域であるが,日本の場合,農業の機械化が顕著で.現在では役牛飼育はほとんど見られない｡以上,

太症中間宿主分布地域をわが国内外で比較し,日本におけるその共通性 .特殊性を明らかにしたが,特

殊性とは,本症の病理的複合慶を弱める要因に過ぎTLい.そこで次に内外の共通的事象の中から,農業

的土地利用形態 として水EEl耕作に密接TL関連のある自然条件 一 地形,土壌 - を取り上げて考察したO

(3) 棲息地は.海抜高度の低い沖積地に限られるので.洪水時の湛水と関係があるのでは7ILいかとの

観点から,地形的に次の 3型に大別することができる｡

(A) 洪水時に湛水し,しかも湛水深が深 く,湛水期間の長い低所であって,比較的細粒質物質(シ

ル ト･泥質 )の堆償する停滞型洪水発生地｡地形面としては三角州低位面と識別されるところで,これ

には筑後川中流域の大部分.神辺盆地及び利根川 ･荒川流域の棲息地等大部分の生息地が含まれるO

(B) 異常の洪水時には冠水するが.比較的排水良好7IL扇状地面O筑後川中流域の一部及び甲府盆地

の大部分が含まれる｡ t

(C) 以上の(A),(B)に含まれぬ例外的TL場合として,有史時代に洪水氾濫のあったことは認めら

れるが,河川改修により現在では全 く氾濫を見7Iiい所O例 として御勅使川扇状地があげられる.

(4) 生息地の土壌はグライ性土壌 ･灰褐色土壌から7:i:り,士性は地域的7ILちがいは認め られるが,主

として中粒質である事がわかった｡更にわが国において最も高密度分布を示す甲府盆地における岡見の

硯生息地,元生息地 .#生息地から採集 した土壌を.ASK土壌淘汰分析法により砂.微砂.粘土に分

け (主として1%NaOHで分散させ ),夫々の粒径で同貝の飼育実験を試みた結果,粘土は 3地点と

も産卵 ･発育に良いが.生存に悪い0秒は何れも生存には良いが,発育には不適で,産卵は全 く不可能.

微砂は採集地点によりか7:Lりの差異はあるが,概して両者の中間的性質を示す事がわかった｡この事実

より甲府盆地では士性 としては壌土が生息に最適であり,砂壌土 ･埴壌土はやや劣り,砂士 ･埴土は棲

息には最も不適である事が推定される.次に上記3土壌と神辺盆地の生息地土壌 (何れも水田土壌)及

び,お茶の水女子大学構内の関東ローム表土,･同下層土 ･栃木県宇都宮市宝積寺の鹿沼土 ･奄美大島本

島の赤色土 ･珊瑚起原の砂等 (非水田土壌 )の原士で同様の飼育実験を試みた結果,従来の実験に指摘
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されている通 b⑥,水田土壌では一応棲息可能であったが,更打二詳細に見ると成長 ･生存に関しては硯

生息地土壌が最適である事がわかった.又非水田土壌としては,士性のいかんに抱らず.関東ロ-ム表

土を除き,関東ロ-ム下層土 ･赤色士 ･珊瑚起原の砂 .鹿沼土等では.生存 ･産卵不能である事がわか

った｡以上の事実より,土壌の諸性質は.明らかにミヤイリガイの隼息を規定すると考えられる.

Ⅱ 御勅使川扇状地における詳察

Ln-1 目的及び方法

ところで,以上の基礎実験を含む生息地全域にわたる地形 ･土壌学的考察をつうじて感 じられたこと

は,分布を規定する要因が.地形.土壌.あるいはその中の士性. という風に単一TL事象では7iく.更

に自然的 ･人文的要素を含めた機能的複合事象として考察する必要があるということである｡本稿では.

日本のミヤイリガイ生息地中.現在最も高密度分布を示す甲府盆地において. 特にその中でも地形的に

特殊7IL地域 (前記生息地地形分類の(C)壁 )と考えられる盆地西苦B.御勅使川扇状地を選び,分布の

微細7:i:特徴とその要因について多面的考察を試みた｡

その方法として,山梨県衛生研究所が盆地内各保健所の資料を集収し作成 したミヤイリガイ密鑑分布

図をもとに.既往資料 ･実態調査及び室内実験により.ミヤ イリガイ生息に関連ある事象.具体的には

土地利用 ･利水現況(濯概帝巣の現況も含む )･地下水 ･地形 ･土壌等を図化し.比較対照し.分布の

特徴を考察した. (分布を第 ]図に示す )

太扇状地の御勅使川左崖地域では. ミヤイリガイは極端Ti:高密度を示さぬが,扇風巨ら扇璃 n/:,かけて.

ほほ全域y:(_分布する.一方右岸 に於ては.それと全 く異7Ii:り分布地域は著しく限定されている.す7まわ

ち分布は.扇頂から扇端にかけての御勅使川に比較的近接する部分に限られ.しかも中でも扇項部は 1

m2当り21匹以Jの高密度分布地域 と7ILっている｡ そこで右岸地域に於ける.分布地域と非分痛地域の

間U(C認められる明瞭TL境界に着眼し7ILがら.諸条件の相違ひいては分布規定要因を考察する｡

u)-2 要因に関する考察

(1) 土 地 利 用

日本に於けるミヤイリガイ生息場所は.沖積低地に拡がる水田及びその溝渠.又は河川 ･沼沢周辺の

湿地に限定される.従って本扇状地に於いても,そのよう7Ii:場所を調査する必要がある｡そこで. 土地

利用の変遷及び現況を,土地利用図⑦及び既往資料⑧により概観する事 とする(第 2図参照 )O

御勅使川右岸の本川氾濫原地帯 (すなわち古田 ･御影 .源 ･飯野 ･在家壕 ･西野 ･今諏訪 .豊 ･桃国

等 )は. 鎌倉時代以前は不毛の原野であったが,鎌倉時代に."八田御牧 日として発達し.その後の開拓

により‖八田荘 "を起したが.従来扇状地喋 管からなる為.水利悪 く乾府の地であった.一方御勅使川

左岸も鎌倉時代に余戸郷を形成し更に.後に甘利荘を起したが.本川の頻発する氾涯の為に.生産性の

低い経済力の貧弱Ti:地帯となっていた｡江戸時代寛文年間に.扇項部に徳島堰が引かれ.左岸では広く
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図-1 ミヤイリガイ密度分布図及び地形分類図
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開由されるに到ったが.右岸地域は明治時代に7:Lっても大部分桑園で.水師ま扇項部全域 と扇央部に放

射状に分布するに過ぎ7よかったOその後.桑園地域に桃等の果樹が導入されたが.水田面積は昭和 39

年現在でもほとんど拡大してい7Ii:いばか りか.むしろ僅か7ILがら.水EBの樹固化等により減少傾向にあ

るといえる.以上の本扇状地開発概況から.他の多 くの古期開田地域 (条理制施行地域 )であるミヤイ

リガイ生息地.就中甲府盆地中央部の低地と比較 して.本地域は特異な条件下にあること,又生息地が古

来より小面積の水田及びその隣接地に限定されて来た事を推三塁しうるO

筒. 1967年現在の ミヤイリガイ密度分布図 (第 1図 )と. 1968年 1:5,000の土地利用図

を比較すると.同貝は.太川に近接する水乱 あるいは一部の桑園に生Elヨ､し.特に扇頂部で明らか7:Lよ

うに.生息の認められる水田に隣接 してい7よがら全 く良の発見され7Ii:い土地もあることが理解できるO

では何故に同 じ水E日であり7Ii:がら.分布上に差異が生 じたのであろうか｡更に下記の如 く考察を試み

る｡

＼＼

図-2 御勅使川周辺の水田分布及び利水沸況図

御勅使川右岸自恨町におけるコンクリー ト帝渠分布図
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(2) 利 水 現 況

連続する水田で岡見の分布上の差異をもた らすよう7:L因子の一つとして. "永 日があげられるO これ

は同貝の稚貝は水棲である事.水の量や溶解化学成分により生長把か7Ii:りの差異が生 じる尊から容易に

察せられる｡

山梨県の利水現況調査資料及び御勅使川扇状地周辺の利水現況図⑲ (一部聞き込みにより作成 )(第

2図 )に依ると.何れの漕概水源も河川水であって.地下水の利用は認められ7:Lい｡同右岸の扇頂部に

は.御勅使川から取水した新田下堰及び四ケ村堰があり.扇央部には徳島堰がある.聞き込みによると.

徳島堰による受益水域に生息が密に認められると言われたが.必ずしもその一致は見られTLかった許り

で7Ii:く.御勅使川からのみ取水している扇項部においても.その中で分布上の差異が認められたO同左

岸では.参考の為太扇状地以北も考察に入れると.徳島堰及び.割羽沢 .塩沢 ･甘利沢川 ･釜無用等か

ら取水する用水路が分布している右崖においても.ミヤイリガイの棲息は特定水系に限定されていTLい.

叉以上の各用水路では.水利権は何れも慣行によっていて.取水期間は 5-9月.取水方法及び設備は

自然取入 ･床上堰堤 ･頭首工等多岐にわたるし.取水開始の時期も一様で7Ii:く.生息地の特異性は認め

られTLい｡以上の事実より滞瀧用水路の工法上のちがい.潅潜水の水質あるいは滞概方法等の差異は,

ミヤイリガイ分布を規定する直接的要因 と7Ii:っているとは考えられ 7ILい.

(3) 漕概溝渠Gr､･コンクリート化

ミヤイリガイが水田あるいは桑園に生息すると言っても.実際の生息場所は滞瀞用溝渠あるいはこれ

に近接する水 軌 とくに水田の畦畔に附着する場合が多い｡そこで ミヤイリガイ撲滅対策の一章として.

1950年以来,生息地溝渠のコンクリー ト舗装が実施されている｡その実施地区選定基準は.①上流

から.② ミヤイリガイ生息密度の大きい所.③殺艮実施困難Ti:場所,④耕地整理等の実施計画の7:=い所

･･･-･等と7:fつているOそれ故,もしもこの計画が成功しているとすれば.コンクリート溝築地区は非構

築地区に比し.又先に構築された地区は後の実施地区に比し. ミヤイリガイの生息数が減少していると

想像出来る｡そこで特に.貝の分布を考察する場合,利水現況の中でも漕概溝渠U.)状態を取 り上げる事

は必須と考えられるOコンク.)- ト溝渠ゐ年代別清築状況を聞き込み,及び役場資料⑪より作製する

(第 2図 )と.実施地区は各部落に分散 し相互に連絡がとれていTLいことがわかっ良.す7:i:わち一連溝

渠の中途の一部のみが舗装されていたり.非生息場所の帝渠をも舗装 している等で,必ずしもこの(莱

施 )基準が厳守されてい7;Lいはかりで7Ii:く,既設の溝渠の破壊.泥土の堆積等溝渠の管理か悪い為に.

コンクリート溝渠にもミヤイリガイが生息する所さえ現われたOその為コンクリー ト溝 と生息場所 との

関係は明確にでき7Ii:かったO筒太論からはずれるが.これは医学地哲学乃至疫学_L 疾病予防に関 して

後の重要7:i課題を残しているO

(4) 地 下 水

先に記した如 く.日本におけるミヤイリガイ生息地は概して地下水位が高く.時糾ま地表まで常時湿
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潤状態の所が多い｡しかるに太地域は土地利用その他農業開発の状況からもわかるように.一般の扇状

地の地形堤境 と同様.地下水位の低い高燥7IL地域 とみられるが.更に詳細に地下水の性状を考察してみ

よう｡

そこで,地下水面の深さ.地下水位の季節変動等を原真 (1952)⑫や山梨県農業試験場 (1962)

⑲等の資料により検討 してみた (第 3図 )｡ここでは紙面の都合上.農業水利に最大の影響を及ぼすと

思われる婁素として.地下水面の深さについてのみ考察する｡御勅使川左岸では.一般に地 下水位は浅

く1-57n.所によっては 17n以下と7:cEっている｡これは扇端部に位置する八ケ獄泥流から7よる竜岡丘

陵によって地下水が堰止められる為で.丘陵との接触部では湧出し.地表流と7ILり釜無用 に注いでいる.

右岸では扇項部に深 く10-157nで一漸次滅 じて扇央部では 7-87n程度の部分が広 く分布するO.南

部の扇端部では 17n以下で湧泉帯と7ccっている｡ 但し扇央部には.扇頂から扇端に向って3本の 10-

15mの地丁水面の深い帯があり.このうち北 2太の間には 1-57nの宙水賦存地域がある.従って ミ

ヤイリガイ生息地の地下水面の深さは.左岸では 57n以下.右岸では 1-207nで.場所による差異が

著しい.一方非生息地は概 して 10-157nである. これより左岸及び右岸の本河川寄 りの部分を除い

て.地下水 と耕種 (水E日か畑作か )との関係はみられないと言って良い｡す7Ii:わち.地下水面の深さは.

左崖では分布規定要因の 1つと7ILっているが,右岸では分布上の差を説明することはでき7ILい.

(5) 地 形

約 1:25,000及び約 1:40,000の空中写真 ･現地調査 -ポーリング資料その他⑭ により地形

区分すると下記の如 くである(第 1図 )0

1.御 勅使川扇状地 I面

2. 〝 皿面

第 3図 地下水面の地表 よDの深さ

3.衝動使用扇状地LD面

4. 旧河道

5. 現御勅使川河床面

6.裾合谷低地

本稿では紙面の都合上..各地形区に関する詳細7:i:地形学的説明は

省略 し. ミヤイリガイ分布と地形 との関係を述べる｡

1. 御勅使川扇状地 Ⅰ面 御勅使川右岸の御勅使川近接地域に.

扇頂から扇端にかけて分布する｡ 同II面とは.部分的に0.5-17n

の段差があるが.一一般 には崖等の明瞭7IL境界は認められ7Ii:い0本面

の表層物質は.疎含量に乏しく.シル ト質埴土 ･埴土 ･壌土等の士

性をもつ細～中粒堆稽物であるQこのようなシ}L,ト菅の有無によって

Ⅲ面との境界線が引ける｡叉木面は.同Ⅱ面に比し.かっての河道
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と思われる凹地を初めゆるい起伏に富む｡土地利用は主 として桑園その他の樹園だが.表層のシル ト菅

は.保水力が大きく濯概水利の良い所では開田されているO 又四囲をコンクリート構築せぬ溜池が分布

する｡ ミヤ イリガイは.水EEl･溜池 ･濯瀧溝渠及びそれ らに近接する樹園地に分布する0

2.御勅使川扇状地 Ⅰ面 最も広汎に分布する｡御勅使川左岸では.旧河道 と共に放射状に.同右

岸では扇頂よりⅠ面 と接 してその南側に分布する｡表層物質は 5-10cmの円傑 ･亜円樺が無 闇理に,

あるいはわずかに陶汰を受けた堆積状態を示す.傑含量は Ⅰ面よりもはるかに多 く25-50%.時に

50%以上で.-ンドポ--ラーによるポーリングはほ とんど不能である.土地利用は扇頂部にⅠ面の表

土あるいは背後山地からの細粒土壌を客土 している水田がある他は.大部分乗 ･果樹園で.樹園地に蘇

葉等を栽培するが, Ⅰ面に比し辛害を受け易い｡ ミヤイリガイは概 して生息せぬれ 例外的に.徳島堰

の分水路沿いの土手にかなりの密度で生息す･1.a.

3.御勅使川扇状地u面 表面は湧泉帯下部.す7:Lわち自由地下水面より低位置にあり.表層は常

時湿潤でグ ライ化作用を受け.灰褐色の埴土～嘩士から7ILるO表土は瓦櫓き粘土の原料 として利用され

るO土地利用は水田で. ミヤイりガイはかって低密度に年患したれ 現在ではほ とんど見られ7Ii:い｡

4. 旧河道 扇頂より扇端にかけて放射状に分布 し.扇状地内部の軒 下水谷 と一致するO表層蹄は

御勅使川扇状地II面 より更に多 く50%以上で.粘土含量が少7-Lい.扇頂から扇央にかけては周囲より

やや高まりを呈 しているが.扇端部では.同Ⅰ面 ･Ⅲ面を切って浅い谷形として示されるO 土紳利用は

大部分荒地で一部桑園 と7ILっているが.同 Ⅲ面よりさらに辛苦を受け易 く.桑園においてはスプリンク

ラーによる散水実施地区が見られる｡ ミヤイリガイは,御勅使川左岸では地下水倍が比較的高い為,桑

園 ･荒地に生息するれ 同右岸では全 く/i息 し7まい.

5. 現御勅使川河床面 現在の河原 と六科を経て真東に出る河原跡及びその周辺の.比較的新しく

洪水を受けた地帯を示す｡定常流は,河原の幅に比し狭 く.ほ とんど伏流している｡地表には.一面に

棟が散乱し.網状流虻があり.際唯が乱雑に配列 しているO六科を経る流虻は.釜無用氾濫原に出る崖

下に二次的小扇状地を形成するO大部分が不毛の地で.一部水田が分散する他は荒地 と7:Lっている. i

ヤイリガイ生息地は太面の中でも水EBに限定されているO

以上地形区分を ミヤイリガイ分布に関して要約すると. ミヤイリガイは.地形区分上御勅使川扇状地

I面の水EB及び一部の樹園 ･同II面の徳島堰分水路の姫 ･御勅使川左岸の水乱 現御勅使川河床面の水

良にのみ生息する. すなわち左岸では地表水 (主に擢親水 )が豊富で地下水位の高い事れ 又右岸では

地表水があわ水持ちの良い と言われているシル ト層の存在れ ミヤイリガイ分布を規定していると解釈

される｡

筒御物使用扇状地 I面 とⅡ面の形成時代の差の有無.及び.それに関連してl面のシル ト層の起原を

明らかにする為.粘土鉱物の示差熱分析を実施 した.供試土壌は.同 Ⅰ面 3点.同皿面4点の他,参考

として同u]面 1点.旧河道 2点.計 110点である｡
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自記記銀計によって得 られたDTA曲線を見ると.どの地形面の表土も顕著7:i:吸熱 ･発熱 ピークが7Ii:

く.特に900-1000℃7)発熱 ピ-クが認められぬ事から.主 として比較的未風化の.沖積物質の

イライト系粘土鉱物からなり.カオリナイ ト･了ロフェン等は含有せぬ と解釈される. この実験結果よ

り.御勅使川扇状地 Ⅰ･TI面の間には風化段階のちかいにあらわれるほどの形成時代の差異は認められ

7か ので.粒度の差は主として背後の山地からの供給物質の違いに由来すると考えられるO

(6) 土 壌

国士調査 日鰍沢 n図幅 (1:50,000)の土壌図及び同説明書に依ると.御勅使川右岸地域の土壌

は.御勅使 1統 (Mi-1)から同 5統 (Mi15)に区分される (第 4図 ).

Mi--1は全層硬質で.旧河道を中心 として扇頂部では狭 く,扇央部に広く分布する. 土地利用は桃 ･

リンゴ ･ブドウ ･桑等で水田は少TLいO辛苦を常習的に受け.柔 .梅等の幼木では落葉 もしば しは現わ

れるO ミヤイリガイの生息と最も関係のある表土 (第 1層 )は 15-20cmで.色は黒褐色 (2.5Y4/2)

及ひ灰黄褐色 (10.0YR4/3)で.傑含量が多 く(中でも細′｣＼円疎が多い ).士性は中粒質～紳粒

質であるoMi-2は.表層は細粒質,下層は硬質で.Mi-1に挟まれ接続し.扇状地中央部に扇頂

･イ非煉息叱 ..::::;:.::.:.....:.. ●◆●■←●▲■■●●●■●■●■■◆●

フ勅確l純 一:;::':.:::'.'.::;:.::;:≡..::::::.':.:

句 Z線 一'=:'::::;I::.;:.'i.:'::=:.;I:.:'i;':I;::.;-?:....;i-il:if-i;i-.I-L.譜 'てさ;ミ

同 3線

lE1 4線

可 ∫絶,

7 2灯れ

鹿本翻査現第42号

蜜 4図 御勅使川右岸の土壌区分図
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より扇端にかけて細長 く分布する｡土地

利用は主 として桑園で,一部水E日もある｡

表ち副ま20-30cmで.黒褐色 (7.5YR

3/2)及び灰黄褐色 (10.OYR4/3ノ,

小襟に富む所が多いが.場所によって大

際も出現し,土性は細～粗粒質 と一定で

TILいo

Mi-3は全胃相粒質で.扇状地北部

にMi-1及びMi-2に接 して分祐す

る｡一部は扇状地北東部及び南部の扇端

に小島状に点在する｡ 土地利用は桑園が

主で一部ブドウ･桃等が植栽され,田は

僅かである0本土壌統には.作土下の 3

-57nまでの深さの下層土が,水田客土

用あるいは瓦士として採士されている場

所がある0 第 1管は 16-24anで色は

黒褐色(7.5YR2/2又は 10.0YR

2/2).細小円僕を多少含有するが一

般に傑含量の少7まい細粒質土壌であるO



Mi-4は.全雪中粒質で.扇状地北部及び東南より南部に亘って分布する. 土地利用は桃 ･ブドウ ･

桜桃が多 く水田も分布する.第 1層は 18-25cmで.色は黒褐色～暗褐色 (10.OYR2/3-3/

4)及び暗褐色 (7.5YR3/4)が多 く.細小襟を含み士性は中粒質である.

M i-5は表雪中粒質.下層硬質で.扇央部にM i-1.Mi-2.Mi-3に挟まれて僅かに分布

するに過ぎ7ILい｡土地利用としては桑園が多い.第 1掛ま15-20m.色は黒褐色 (10YR3/2)が

主で細小円陳に富み士性は粗粒質であるO

以上の各土壌統中. ミヤイリガイの生息の認められるのは.主 として中粒質のM i-4で.僅かに紳

粒質のMi-3も含まれるO これは上述 した土壌実験結果からの予想とはぼ一致するo

ところで,山梨県農業試験場報文 (1963)⑯によると.｢太扇状地の桑園土壌では.透水性 ･保

水力共に.士性 と正の相関が認められる. 換言すれば土性の相違が水循環の良否を大きく支配している

もの と考え られる ｣と言う｡ この事を考えに入れると. ミヤイリガイの生息を規定するのは.扇状地 と

い う地形の特殊性か ら地表水 (主に濯概水利 )の有無 と保水性に関係のある士性であると解釈される｡

後者については.本地域では広汎に分布する扇状地傑 層の粗粒土壌に比べて.シル ト質母材から7:Lる細

粒土壌が年息に有利7IL条件 と7:Lっているといえる｡

ところで.既往室内実験 より.一定濃度の珪藻類培養液やCa.ワラ等は ミヤイリガイの生長を促進

させる事が明らかである⑯｡又 ミヤイリガイは無作為的に土壌を摂取 し.その中.有用成分のみを吸収

消化するといわれている. そこで更に同資料より各土壌銃の化学分析成績を参照 し.M i-4と.且の

生息LT:Lい他の土壌銃.特に水口の比較的広汎に分布するM i-2を比較した｡ここでは表面の都合上

M i-4とMi-2の値のみを第 1表に示 した｡

第 1表 土夢分析成績

土壌統 官位 菅位cm pH Yl 腐植% 全窒素% 塩基置換容量me 置 換 性 吸 収 係 数石灰me 若士me N P205H20 Kcl

1Mi-2 2 0一一16 6.9 5.0 1.0 1.5 0.05 7.4 6.9 1.3 168 39816-32 4.6 3.6 17.5 1.4 0.07 9.1 1.9 3.8 217 313

1Mi-4 2 0-20 6.8 5,.8 0.6 1.9 0.1 16.5 9.5 7.9 154 272

これよりMi-4は.Mi-2に比しわずかに中性に近 く.Yl ･N ･P20,吸収係数は中値を示し.

塩基置換容量及び置換性石灰は高値を示す.その他の値はほとんど差が認められTLい｡ ところでここで

注目すべきは. ミヤイリガイの成長に重大7:=因子 と7まっているOa一置換性石灰-の値が大きい事であ

るが.御勅使川扇状地のその他の土壌銃に比しては然 りでは7まい.又これらはいずれも桑園 (一部果樹

園 )土壌の分析結果で水田土壌では幾分異7:Lると考えられる. そこでC aについて次の実験を試みたo

O土壌水のCa含量に関する実験
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〔目的 〕:土壌中のCaの内.各世代を通 じてミヤイリガイが容易に摂取し得ると推定される水溶性

caを推定し.非生息地と生息地の差異の有無を明らかにしようと考えた｡

〔供試土壌 〕 1968年 11月採取 した御勅使川扇状地の土壌 9点｡その内訳は生息地 5点.非生

地4点である｡

〔方法 〕 1採水方法 :105℃の恒温乾燥器で水分を放出した士 30gを 50mβポリエチレン遺

沈管に入れ.蒸潜水を45me注加し内容物をガラス棒で良 く凍拝するOこれを 1供試土壌につき2本

作り.2000-3000rpmで 10-15分遠沈するo これによって得られた上澄液を分離し.試水

とする0 2分析方法 :試水 10mCに8NKOHl.5mp加え.時々摸拝しTILから3-5分放置するo

次にNN指示薬希釈粉末を約 50mg加え.0.001M.EDTA標準溶液で滴定し.赤から青に変化

し復色しない点を終点とする｡

〔結果及び考察 〕 土壌水 12中のCa含量(mg/.a)は第 3図に記入したo生息地U)Ca値は28

-197mg/Lで平均値は73.6mg/A.非生息地は 36.3-64mg/.e･で平均値 52.9mg/

LであったO

今回の実験では両者の間に統計的に有意TL差を認め得TLかった.特に生息地土壌においてほ.かTLり

幅の広い差異が認められる事から,更に採士地点を増やして測定する必要があろうO又土壌水中のCa

は当然耕作との関係において季節変動かあると考えられるので.年間を通 じて測定する必要があろう.

又 ミヤイリガイは土壌をも摂取する事から.非水溶性Oaの測定も必要であろう｡

Ⅳ 要約-おわ リに

ミヤイリガイの分布要因を明らかにする為.御勅使川扇状地を例 としてミヤイリガイの精密Ti:密度分

布図を参照し.その地理的諸事象の分析を行ったo

a)本地域の土地開発概況を見るに.同貝の生息適地は.水EE及びその周辺以外には認められ7:Lいれ

連続する水臼でも生息地 ･非生息地がはっきりと分れる事から.土地利用以外の分布規定要因があると

考えられる｡

b)水田地域内で明瞭7:L差をもたらす要因として.第 1に利水現況を調査したが.生息地の特殊性は

発見できTLかった.

C)更に利水現況の中でも.ミヤイリガイ撲滅対策の一章として実施 した.濯概溝渠のコンクリ-ト

化を年代別に考察したが.コンクリー ト化が同時に土地整備を意味する為に.実施ヶ所が分散し.かつ

構築してもその後の管理が不十分の為.撲威の効果をあげてい7よいO従って分布 との関連性はつかめ7:i

いo

d)同貝の生息に適した常時湿潤状態を作る重要7Ii:因子の 1つとして.地下水の在り方があげられる

が,地下水位の浅い御勅使川扇状地左崖では.水田分布の規定要因と7まっているが.同右岸では現河床
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面を除いて地下水面は深 く.水田化との関係は見られ7Ii:い.

e)本地域の地形面は.御勅使川扇状地 Ⅰ面 .同[面 ･同u]面 ･旧河道 ･現御勅使川河床面V(:分類さ

れ る.このうち同貝の生息は.扇状地傑層の薄いあるいは全く認められぬシル ト層堆積面である御勅使

川扇状地 I面のうち.水利の良い地域に限定されているo

f)国士調査 一一鰍沢 ‖図幅の土壌凶では御勅使川扇状地をMi-1からMi-5に区分しているOそ

の内.同貝は主として中粒質土壌のMi-4に生息し.一部紳粒質のM i-3レこも見られる｡又.同調

査資料のうち,このMi--4の表土と.水田分布が比較的広くて而も貝の生息LTi:いMi-2の表土に

ついて.化学分析結果を比較検討すると.Mi-4KCaの含有音が高い事が推察された｡そこで.同

貝の最も摂取容易TL土壌中の水溶性Caを測定 した結果.やは り平均値 としてほ生息地のものが高い値

を示している. しかし個々の値にはか7:Lりの開きがあるので.更に今後検体を増やして.同様の考察を

すすめて行きたい｡叉.土壌中の非水溶性Caについても.分布 との関係を考察する必要があろうO

以上.今後は土壌 と水の化学分析による考察を進めて行 く一方.同時にこれらの地形 ･土壌条件を反

映 した農業特に農業慣行等の人文現象から.棲息場境を温存させている事情についても究明して行きた

い ｡

又"今回は簡勅使川扇状地のように洪水地形的に鞭の生息地と全 く異7ILる地域を考察する事により.む

しろ洪水以外の分布規定要因を明らかにしようと考えたが.実際には.御勅使川扇状地における特殊TL

程息貫境の一端を解明するに止まった.そこで.今後.洪水穎形的に (A)乃至 (B)型に属する地域

を取 り上げて.分布の特徴を考察すると同時に.更に疾病成立機序.及び地域に馴 雷す疾病の影響につ

いて究明して行きたい｡

終即こ, 太研究に関して.終始温かくご指導下さった渡辺光教授.浅井辰郎教授,浅海貢夫教授を始れ

現地調査の際特にお世話になった山梨県 衛 生 研究所の方々.そして化学分析法灯ついてど親切にど助

言 を 賜わっ た名古屋大学小山息四郎教授に心から感謝を申し上げます.

* (注)

(10)p440.-451

(-gl Oncomelania Nosoph,ua

④ 本稿では､水 ･気温等の個々の生理的環境因子の記載は省略する｡

④ 月と温度の関係 :生存の為の制限温度は35oC以上 及び--5oC以下行動の為のそれは､30 oC以 上､100拙 ｢Fo産

卵･生島を含めて最適温度は､､15-25oCと兄をされる｡

⑨ 外国の日本往血吸虫分布地域と主夜中間宿主との関係 台湾 (0:Formsoana)中国本土 :楊子江沿岸の平坦部(0･

huper-sis)福州rO.ta｡gi〕江西省中部(0･yaoi1､等南(0,robertosoni)フィリピン(0･どuadsasi)
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⑥ 例えば､津田条造 (1952)(昭和27年 ) ｢日本住血吸虫中間宿主宮入月の撲滅に関する研究(6)神奈川､埼玉､東

京土壌上に於ける宮入貝の産卵増殖に就て｣

(371 〔lj明治21年発行 1:25,000''韮崎 "" 小笠原 一一図幅地形図(郭明治43年発行 l:50.000H韮崎 11Tl鰍沢"図

幅地形図

⑨ 山梨県(1936)(昭和11):総合郷士研究 p1--J5, p36-45 山梨県立巨摩高等女学校編 (1940)

(昭和15)西郡地方誌 ･又新社 p1- 132

⑨ ④昭和39年1:3,000 釜無用右岸畑地かんがレ､地厚千両図1- ホ

⑲ 山梨県 (1962)(昭和37):山梨県利水現況図 ･水ソリ- ズ 6

同 :水系別水利現況調査書

同 :水資源 と利用の現況 (用水施設薄 ･深井戸資料 )

⑪ 白根町地方病科資料等

⑲ 原真(19521(昭和27): ｢甲州御勅使川扇状地の地下水につhて｣内田寛-先生還歴記念 .地理学論文集 ･下

% ･p337-352

⑱ 山梨県農業試験場 (1962)(昭5Fn37): ｢農業年産の立場か ら見た山梨県の立地及び土壌条件の地域性に関する

調査研究｣

山梨県農業試験場報告 .第6巻 ･p後68-後71

⑩ 経済企画庁(1964)(昭和39):国士分類基本調査

地形 ･士 じょう調査 鰍沢(1:50,000)等

⑱ 山梨県農業試験場 (1963)(昭和38):｢低位生産地改良調査事業成績書｣ p27--38

⑱ 東京大学医科学研究所 ｢寄生虫部実験結果 (学会発表)｣ よb
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